
佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議
員 

 

財
政
赤
字
の
穴
埋
め
や
大
企

業
へ
の
法
人
税
減
税
の
一
部
に

な
る
。
八
ツ
場
ダ
ム
な
ど
無
駄

な
公
共
事
業
の
復
活
財
源
や
米

軍
へ
の
思
い
や
り
予
算
の
一
部

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

岡
田
克
也
一
体
改
革
担
当
相 

 

赤
字
国
債
の
分
の
置
き
換
わ

り
も
あ
る
。 

家
計
と
経
済
は 

高
齢
夫
婦
世
帯 

１
１
年
前
は

家
計
収
支
は
ト
ン
ト
ン
。
現
在

は
、年
金
の
大
幅
減
と
負
担
増

で
月
３
・５
万
円
の
赤
字
（
総
務

省
家
計
調
査
） 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯 
こ
の
１
１

年
間
で
収
入
減
と
負
担
増
で
消

費
支
出
は
月
５
万
円
減
少
（
総

務
省
家
計
調
査
） 

佐
々
木
氏 

一
体
ど
う
や
っ
て

生
活
し
ろ
と
い
う
の
か 

岡
田
担
当
相 

高
齢
者
世
帯

の
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
。 

佐
々
木
氏 

野
田
首
相
は
、７

年
前
の
橋
本
政
権
の
消
費
税
増

税
を
批
判
し
て
、
「
風
邪
か
ら

治
り
か
け
て
い
た
日
本
経
済
を

肺
炎
に
し
た
」
と
発
言
し
た
。
当

時
の
負
担
増
は
、９
兆
円
。
今
回

は
２
０
兆
円
の
負
担
増
で
あ
る
。

同
じ
誤
り
を
繰
り
返
す
の
か
。 

野
田
首
相 

教
訓
は
、風
邪
を

ひ
い
て
い
る
と
き
に
（
消
費
税

増
税
を
）や
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
。 

消
費
税
５
％
増
税 

法
人
税
５
％
引
き
下
げ 

 

安
住
財
務
省 

（
法
人
税
減
税

は
）国
際
競
争
力
を
維
持
す
る

た
め
に
や
む
を
得
な
い 

佐
々
木
氏 

誰
の
た
め

に
政
治
を
し
て
い
る
の

か
。 

大
企
業
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
税
が
軽
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
１
５
年
間
で
、軽

減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い

る
中
小
企
業
よ
り
も
税

負
担
が
軽
く
な
っ
て
い
る
。 

安
住
財
務
相 

数
字
自
体
は
そ

う
で
す
。 

佐
々
木
氏 

賃
下
げ
や
下
請
け

た
た
き
で
大
企
業
の
内
部
留
保

が
２
６
０
兆
円
に
も
達
し
て
い

る
。
大
企
業
の
力
を
国
民
の
た

め
に
発
揮
さ
せ
、消
費
を
喚
起

喚
起
す
べ
き
だ
。 

日
本
共
産
党
の
提
言 

消
費
税
増
税
に
頼
ら
ず
に
、社
会

保
障
を
充
実
し
、財
政
危
機
を

打
開
す
る
日
本
共
産
党
の
「
提

言
」
を
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

日
本
共
産
党
市
会
議
員 

松

村

ヤ

ス

子

の 

お
は
よ
う
ニ
ュ
ー
ス 
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消費税増税分の全額

を社会保障に財源に

充てる･･･まやかし 
 

10％にあげたときの増税額

は13.5兆円 

・ 社会保障費増額の内訳は 

  左のように6.5兆円 
 

・ 7兆円は他の予算に 

  財政赤字の穴埋め 

 法人税減税 

 米軍への思いやり予算 

 無駄な公共事業など 

過
去
最
大
の
２
０
兆
円

も
の
負
担
増 

消
費
税
増
税
に
伴
う
支
出
増
や

保
育
制
度
の
改
悪
、年
金
削
減
や

社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど

消
費
税
増
税
分
と
合
わ
せ
て
過

去
最
大
の
２
０
兆
円
も
の
負
担
増

で
す
。 

5月22日 衆議院社会保障・税特別委員会での論戦から 


